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　東北六県・北海道商工会連合会連絡協議会・青年部連合会連
絡協議会主催の標記大会並びに主張発表大会東北・北海道ブロッ
ク大会が平成24年10月17日に岩手県の「盛岡グランドホテル」
で開催されました。
　主張発表大会では、秋田県代表として澁谷デザイン事務所の
澁谷和之さん（美郷町商工会青年部監事）が出場。「青年部活動
と地域振興まちづくり～まちにきづく・まちをきずく～」と題し、
青年部活動を通じ「自分の町を誇りに思うこと」の大切さを訴
えたほか、「地域に当たりまえにある大切なのものにきづき、そ
れを守り伝えてゆく」という青年部員としての決意が語られま
した。
　堂々たる態度で聴衆を引きつけ優良賞を受賞しました。

　平成25年２月６日、７日徳島県徳島市の「ア
スティとくしま」において、「第14回商工会青
年部全国大会」が開催され、全国から約2,500名、
本県からは22名の商工会青年部長等が参加し
ました。
　大会では、組織及び事業推進について優秀
な青年部に対し全国大会顕彰が授与されたほ
か、参加者間のビジネスチャンス創造の場と
して商人（AKINDO）商談会が開催されました。
　また、大会では主張発表全国大会も開催さ
れ福岡県青連八女市商工会青年部山口智臣さ
んが最優秀賞に選ばれました。

　突然ですが、この質問は小
学校で行われる租税教室での
１シーン。授業の最後にジュ

ラルミンケースに入った1億円（残念ながらレプリカ） 
の登場で一気に盛り上がり、重さを体験して終了とな
ります。初めて目にする１億円は、生徒でなくとも好
評で、校長先生のはしゃぎ様が一番印象に残った学校
もありました。ちなみにタイトルの答えは10㎏！税務
署から借りて来ますが、かなり重いです。
　ここ数年「租税教育の充実」を目的とした授業が行
われるようになり、私も税理士として年に数回、小学
校や中学校へ訪問する機会を頂いています。
　教材の内容で私が一番関心を引くのは税収の少なさ
と借金の多さ。国の歳入と歳出を表す円グラフを見る
と、税収は歳入全体の約50％しかありません。残りは
何かといえば必然的に借金となります。日本では源泉
徴収と年末調整で納税が完結する方が多く、納税者意
識が低い事を問題視する声もあります。租税教育を充
実させ納税意識を高めなければいけないという意図が
うかがえます。
　日本の借金が1000兆円というニュースも聞かれる様

になりました。中学校では24年度の公債残高は税収の
17年分であるという事も教えています。ネット上では
日本の借金時計が動いており、１秒間に約100万円の早
さで借金が増えていく様子が分かります。
　個人的には暗い気持ちにもなってしまいそうな授業
ですが、税の仕組や使われ方を知った生徒からは明るい
未来も感じられます。小６の生徒からは「小学校に通うの
はお金がかからなくて良いと思っていたけど、沢山の税金
が使われている事が分かったので、そういう事をちゃんと
考えながら生活していきたい。」「消費税が上がるのは嫌だ
なと思っていたけど、上げなければいけない理由がある事
が分かった。」という感想を聞く事ができました。また、
国税庁では毎年中高生に対し「税に関する作文」を募集し
ており、入選作品はホームページ上でも見られます。生徒
が感じる税に対する率直な意見は、純粋かつ前向きで感心
する内容です。
　授業のまとめは、税金を一言でいうと「私たちが安全で
豊かな暮らしをする為にみんなで出し合う会費」となりま
す。確定申告のこの時期に、みなさんも改めて税金につい
て考えてみてはいかがですか？
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